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授業科目 対象学科・専攻 年  次 期  別 

生徒指導と教育相談 
Student Consulting 

and Educational Consulting 
情報メディア学科 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

講義 ２  福屋 いずみ 

概要 

多様化する学校現場での諸問題を実例に触れながら、指導と相談（カウンセリング）の視点から解

説を行う。生徒指導・教育相談について、教育基本法の趣旨をふまえた幅広い教育の在り方を学ぶ。 

到達目標 

(1)-1)生徒指導の意義・重要性を理解する 

  2)個と集団に応じた指導の方法を理解する 

  3)校務分掌上の生徒指導の位置づけを理解する 
(2)-1)懲戒・体罰の法的基本を学ぶ 
  2)生徒指導上の諸問題の現状と指導法を理解する 
  3)インターネットなど今日的な生徒指導の現状と対応を学ぶ 
(3)-1)生徒指導上の諸問題に即し児童の支援方法を学ぶ 
  2)基本的なカウンセリングの理論と実践方法を学ぶ 

  3)教育相談の進め方、組織的な取組み、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーな

どとの協働について学ぶ 

授業内容とすすめ方 

    １ 生徒指導と教育相談とは何か概要を知る 

    ２ 生徒指導の意味を理解する 

    ３ 教育現場における生徒指導の実践について学ぶ 

    ４ 生徒指導上の諸問題を学ぶ 

    ５ 生徒指導と教育相談の関連ついて理解する 

  ６ 児童の問題行動の意味を考える（予防的な介入） 

    ７ カウンセリングの基本を学ぶ（クライエント中心療法的介入） 

    ８ カウンセリングの基本を学ぶ（精神分析的介入） 

９ 不登校問題について指導と支援を理解する 

  １０ いじめ問題について指導と支援を理解する価方法を学ぶ 

  １１ 非行・問題行動題について指導と支援を理解する 

  １２ 生徒指導の今日的な課題について考える 

  １３ 障害のある児童への支援について学ぶ 

  １４ 教育相談の実際・学校内での心理臨床的援助について学ぶ 
  １５ ＳＣ・ＳＳＷなど他の専門家との連携について学ぶ 

テキストおよび 

参 考 文 献 
（テキスト）『生徒指導提要』文部科学省、『生徒指導と教育相談』山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

小学校・中学校教諭免許状必修科目です。児童・生徒と向き合い、関わっていく

ための知識だけでなく、実践力を身につけてください。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 生徒指導の意義・重
要性を理解する 

生徒指導の意
義・重要性を
十分に説明す
ることができ
る。 

生徒指導の意
義・重要性を
概ね説明する
こ と が で き
る。 

生徒指導の意
義・重要性に
ついて最低限
の説明はして
いる。 

生徒指導の意
義・重要性を
説明すること
ができない。 

定期試験 
（知識・理解） 

6% 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを十分に
表現すること
ができる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを概ね表
現することが
できる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いるが、それ
を表現するこ
とが不十分で
ある 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いない。 

課題・グル
ープワーク 
（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

6% 

(1)-2) 個と集団に応じた
指導の方法を理解
する 

個と集団に応
じた対応を十
分に説明する
こ と が で き
る。 

個と集団に応
じた対応を概
ね説明するこ
とができる。 

個と集団に応
じた対応につ
いて最低限の
説明はしてい
る。 

個と集団に応
じた対応を説
明することが
できない。 

定期試験 
（知識・理解） 

5% 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを十分に
表現すること
ができる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを概ね表
現することが
できる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いるが、それ
を表現するこ
とが不十分で
ある 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いない。 

課題・グル
ープワーク 
（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

5% 

(1)-3) 校務分掌上の生徒
指導の位置づけを
理解する 

校務分掌上の
生徒指導の位
置づけを十分
に説明するこ
とができる。 

校務分掌上の
生徒指導の位
置づけを概ね
説明すること
ができる。 

校務分掌上の
生徒指導の位
置づけについ
て最低限の説
明 は し て い
る。 

校務分掌上の
生徒指導の位
置づけを説明
することがで
きない。 

定期試験 
（知識・理解） 

5% 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを十分に
表現すること
ができる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを概ね表
現することが
できる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いるが、それ
を表現するこ
とが不十分で
ある 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いない。 

課題・グル
ープワーク 
（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

5% 

(2)-1) 懲戒・体罰の法的基
本を学ぶ 

懲戒・体罰の
法的基本を十
分に説明する
こ と が で き
る。 

懲戒・体罰の
法的基本を概
ね説明するこ
とができる。 

懲戒・体罰の
法的基本につ
いて最低限の
説明はしてい
る。 

懲戒・体罰の
法的基本を説
明することが
できない。 

定期試験 
（知識・理解） 

6% 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを十分に
表現すること
ができる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを概ね表
現することが
できる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いるが、それ
を表現するこ
とが不十分で
ある 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いない。 

課題・グル
ープワーク 
（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

6% 

(2)-2) 生徒指導上の諸問
題の現状と指導法
を理解する 

生徒指導上の
諸問題の現状
と指導法を十
分に説明する
こ と が で き
る。 

生徒指導上の
諸問題の現状
と指導法を概
ね説明するこ
とができる。 

生徒指導上の
諸問題の現状
と指導法につ
いて最低限の
説明はしてい
る。 

生徒指導上の
諸問題の現状
と指導法を説
明することが
できない。 

定期試験 
（知識・理解） 

5% 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを十分に
表現すること
ができる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを概ね表
現することが
できる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いるが、それ
を表現するこ
とが不十分で
ある 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いない。 

課題・グル
ープワーク 
（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

5% 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(2)-3) インターネットな
ど今日的な生徒指
導の現状と対応を
学ぶ 

インターネッ
ト、SNS等の今
日的な生徒指
導の現状と対
応を十分に説
明することが
できる。 

インターネッ
ト、SNS等の今
日的な生徒指
導の現状と対
応を概ね説明
することがで
きる。 

インターネッ
ト、SNS等の今
日的な生徒指
導の現状と対
応について最
低限の説明は
している。 

インターネッ
ト、SNS等の今
日的な生徒指
導の現状と対
応を説明する
ことができな
い。 

定期試験 
（知識・理解） 

6% 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを十分に
表現すること
ができる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを概ね表
現することが
できる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いるが、それ
を表現するこ
とが不十分で
ある 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いない。 

課題・グル
ープワーク 
（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

6% 

(3)-1) 生徒指導上の諸問
題に即し児童の支
援方法を学ぶ 

生徒指導上の
諸問題に即し
児童の支援方
法を十分に説
明することが
できる。 

生徒指導上の
諸問題に即し
児童の支援方
法を概ね説明
することがで
きる。 

生徒指導上の
諸問題に即し
児童の支援方
法について最
低限の説明は
している。 

生徒指導上の
諸問題に即し
児童の支援方
法を説明する
ことができな
い。 

定期試験 
（知識・理解） 

6% 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを十分に
表現すること
ができる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを概ね表
現することが
できる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いるが、それ
を表現するこ
とが不十分で
ある 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いない。 

課題・グル
ープワーク 
（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

6% 

(3)-2) 基本的なカウンセ
リングの理論と実
践方法を学ぶ 

基本的なカウ
ンセリングの
理論と実践方
法を十分に説
明することが
できる。 

基本的なカウ
ンセリングの
理論と実践方
法を概ね説明
することがで
きる。 

基本的なカウ
ンセリングの
理論と実践方
法について最
低限の説明は
している。 

基本的なカウ
ンセリングの
理論と実践方
法を説明する
ことができな
い。 

定期試験 
（知識・理解） 

6% 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを十分に
表現すること
ができる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを概ね表
現することが
できる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いるが、それ
を表現するこ
とが不十分で
ある 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いない。 

課題・グル
ープワーク 
（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

6% 

(3)-3) 教育相談の進め方、
組織的な取組み、ス
クールカウンセラ
ー・スクールソーシ
ャルワーカーなど
との協働について
学ぶ 

教育相談の進
め方、組織的
な 取 組 み 、
SC・SSWなどと
の協働を十分
に説明するこ
とができる。 

教育相談の進
め方、組織的
な 取 組 み 、
SC・SSWなどと
の協働を概ね
説明すること
ができる。 

教育相談の進
め方、組織的
な 取 組 み 、
SC・SSWなどと
の協働につい
て最低限の説
明 は し て い
る。 

教育相談の進
め方、組織的
な 取 組 み 、
SC・SSWなどと
の協働を説明
することがで
きない。 

定期試験 
（知識・理解） 

5% 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを十分に
表現すること
ができる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加し、
それを概ね表
現することが
できる。 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いるが、それ
を表現するこ
とが不十分で
ある 

また、問題意
識をもって講
義に参加して
いない。 

課題・グル
ープワーク 
（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

5% 

 
 

 

 

 


